
令和４年度発達障害者支援センター取組状況及び今後の取組の方向性

令和５年１月１３日（金）

青森県発達障害者支援センター「ステップ」

令和４年度青森県発達障害者支援地域協議会
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資料２



令和４年度青森県発達障害者支援センター「ステップ」

事業について

青森県発達障害者支援ｾﾝﾀｰ運営事業

１．相談支援事業
２．発達支援事業
３．就労支援事業
４．普及・啓発事業

青森県発達障害者支援体制整備事業

１．発達障害児者支援スキルアップ研修
（１）アセスメントツール実践研修
（２）公開講座
（３）CAREﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ研修会
２．家族サポート応援事業
（１）ペアレントメンター事業
・ペアレントメンター養成研修
・ペアレントメンターﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座

（２）ピアサポート推進事業
・家族対象研修会
・ペアレントメンターによる傾聴事業
・ペアレント・プログラム事業

３．発達障害地域連携強化事業
４．かかりつけ医等発達障害対応力向上研修
５．初診待機解消モデル事業 2



青森県発達障害者支援センター「ステップ」

独自実施事業（定期開催）

Ⅰ 医療相談

・毎月１回 第２木曜日 15:00～17:00

・一人６０分 ２名受付。※予約制

・担当医：精神科医 1名

Ⅱ ペアレントメンターによる傾聴

・隔月１回 第３水曜日 1０:00~1２:00

・一人４０分 ２名受付。※予約制

・青森県自閉症協会ペアレントメンター部会

青森地区 ペアレントメンター 3



令和４年度相談支援実績
（R4.4月～R4.11月）

相談種別 実績 年齢 障害種別

相談支援・
発達支援

実支援人数：885人

【延支援件数：1,830件】

・0~3歳 ： 98人
・4~6歳 ：442人
・7~12歳 ： 81人
・13~15歳 ： 40人
・16歳~18歳： 30人
・19歳~39歳： 88人
・40歳以上 ： 56人
・不明 ： 50人

・自閉症 ：267人
・ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群 ： 27人
・広汎性発達障害 ： 41人
・注意欠陥多動性障害： 46人
・学習障害 ： 0人
・その他 ： 69人
・不明（未診断含む） ：435人

相談支援・
就労支援

実支援人数：46人

【延支援件数：87件】

・18歳以下 ： 0人
・19歳~39歳 ： 33人
・40歳以上 ： 8人
・不明 ： 5人

・自閉症 ： 10人
・ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群 ： 1人
・広汎性発達障害 ： 2人
・注意欠陥多動性障害： 10人
・学習障害 ： 0人
・その他 ： 6人
・不明（未診断含む） ： 17人

総実績 実支援人数：931人【延支援件数：1,917件】 4



青森県発達障害者支援センター「ステップ」の取組
（令和４年度）
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Ⅰ 普及啓発・人材育成を目的とした取組①

【研修会主催事業】

Ⅱ 普及啓発・人材育成を目的とした取組②

【研修講師派遣依頼事業】

Ⅲ 家族支援の取組

【ペアレントメンター事業・ぺアント・プログラム事業・家族対象研修会】

Ⅳ 発達障害の早期発見・早期介入を目指した取り組み

Ⅴ 青森県子ども発達支援ガイドブック



日時 研修会名：講師 受講者数・後援等

１ 5月14日
（土）
～3月25日

『ことばの発達に関する勉強会及び茶話会』【全６回】
講師：弘前医療福祉大学 教諭小山内筆子氏
※発達障害専門医療機関初診待機解消モデル事業保護者対象

【受講者数：53名】
１回目：９名 ２回目：12名
３回目：７名 ４回目：８名
５回目：10名 ６日目：７名

２ 8月６日～
10月15日
（土）

『第１回ペアレント・プログラム事業』【全６回】
講師：NPO法人ら・ぽると Futaba 施設長 髙橋恵美子氏
※発達障害専門医療機関初診待機解消モデル事業保護者対象

【受講者数：15名】
・保護者：５名
・支援者：１０名
※ｵﾝﾗｲﾝ開催
※後援：青森市

３ 8月31日
（水）

『ことばの発達の理解と大人の取りべき基本的姿勢』
講師：弘前医療福祉大学 教諭小山内筆子氏

【受講者数：50名】
※ｵﾝﾗｲﾝ開催

４ 9月11日
（日）

『心をことばにのせて 子どもとのいい関係とことばの育ち
講師：言語聴覚士 中川信子氏
※地域住民を対象とした研修会

【受講者数：182名】
※ｵﾝﾗｲﾝ開催
※広報あおもりに掲載。

５ 9月22日
（木）

『思春期・青年期の方への関り～大切な考え方～』
講師：障害福祉施設ハートランドさくら 施設長補佐 三浦和之氏

【受講者数：15名】
※オンライン開催
※後援：むつ市
広報むつに掲載

６ 9月27日
（火）～
９月28日

『ペアレントメンター新ベーシック養成講座in青森』
講師：弘前厚生学院 学院長 鳴海 春輝氏

【受講者数：８名】
・新規：３名
・フォローアップとして参加：５名
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Ⅰ 普及啓発・人材育成を目的とした取り組み①

令和４年度研修主催・共催・後援事業
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７ 10月6日
（木）

『不安との向き合い方、対処法』
講師：公認心理師・臨床心理士 関谷道夫氏

【受講者数：７名】
後援：青森市
※広報あおもりに掲載

８ 10月26日
（水）

『ペアレントメンター養成講座フォローアップin八戸』
講師：青森県発達障害者支援センター「ステップ」

【受講者数：10名】
主催：青森県発達障害者支援セ
ンター「ステップ」及び八戸市
自閉症児者親の会

９ 12月3日
（土）～
2月18日

『第２回ペアレント・プログラム事業』【全６回】
講師：青森県発達障害者支援センター「ステップ」
※発達障害専門医療機関初診待機解消モデル事業保護者対象

【受講者数：14名】
・保護者:６名
・支援者：８名
後援：青森市

10 1月21日
（土）

『顕在化しにくい発達障害について』（予定）
講師：弘前大学大学院保健学研究科 教授 斉藤まなぶ氏
※地域住民を対象とした研修会

※ｵﾝﾗｲﾝ開催
主催：青森県すこやか福祉事業
団県民福祉プラザ管理室
後援：青森県発達障害者支援セ
ンター「ステップ」

11 1月28日
（土）

『Vineland-Ⅱ適応行動尺度オンライン研修会』（予定）
講師：弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座 助教 大里絢子氏

※ｵﾝﾗｲﾝ開催

12 2月11日
（土）

『青森県かかりつけ医等発達障害対応力向上研修会 発達障害支援研修』
講師：すわクリニック 後藤麻美氏

弘前大学大学院保健学研究科 三上珠希氏
青森病院 品川友江氏
生協さくら病院 小山智教氏 小枝淳一氏
あいだクリニック 會田久美子氏 （予定）

※オンライン開催

13 2月23日
（水）

『CAREプログラム研修会』（予定）
講師：かとうﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ 加藤知子氏・成田行子氏

14 3月4日
（土）

『発達障害のある青年・成人への支援について』（予定）
講師：青森県立保健大学 田中尚樹氏
※地域住民を対象とした研修会

主催：青森県すこやか福祉事業
団県民福祉プラザ管理室
後援：青森県発達障害者支援セ
ンター「ステップ」



Ⅱ 普及啓発・人材育成を目的とした取り組み②
令和４年度当センターが外部から講師依頼を受けた研修
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【司法関係】
県警察学校
【福祉関係】
青森県健康福祉部障害福祉課・東青地域県民局地域健康福祉部
【教育関係】
青森県教育委員会・県総合学校教育センター・東青地区特別支援連絡協議会・青
森県立青森第二養護学校・弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座・弘前大
学大学院教育学研究科・青森公立大学
【雇用関係】
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構・青森支青森障害者職業センター
【保育関係】
青森県保育連合会・青森県私立保育園協会・ 幼稚園・保育園・青森市子育てサ
ポートセンター
【その他機関】
青森県社会保険労務士会・日本産業カウンセラー協会東北支部・弘前市民生委員
児童委員協議会・ＪＡ青森中央会・げんねんワークサポート株式会社・青森音楽
療法研究会
【県外機関】
高知県発達障害者支援センター・国立障害者リハビリテーションセンター 等

受講者総数:1,043人
【内訳】・教育関係を対象としたもの353人

・教育関係者を参加対象としていないもの690人



①ペアレントメンター事業の実施

②ペアレント・プログラム事業の実施

③家族対象研修会の実施
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Ⅲ 令和３年度家族支援の取組



家族支援の取組①
ペアレントメンター事業の実施

• 養成講座プログラムの内容は、主に演習が中心

①ペアレントメンターの概要【講義】

②相談の聴き方『傾聴について』【講義】

③ロールプレイ（傾聴）【演習】
・ペアレントメンター養成講座（青森市にて実施）

・フォローアップ講座 （八戸市・弘前市にて実施）

10一般社団法人 日本自閉協協会
江口 寧子氏 資料より引用



ペアレントメンター登録制度について
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青森県発達障害者支援センターペアレントメンター登録及び更新要領に基づき下記事
業を実施。
①ペアレント養成講座受講後、地域でペアレントメンターとして活動することを希望
される方は、
青森県発達障害者支援センター「ステップ」へペアレントメンター登録を行う。
②有効期限は１年間。更新のためには、研修受講（フォローアップ研修等）または、
青森県発達障害者支援センターとの面談を条件としている。
③毎年更新手続きを行う。

R4県内登録者数（３１人）東青地区：８名 県内地区：１８名 津軽地区：５名

 

№       

青森県発達障害者支援センター 

ペアレントメンター登録証 

青森
あおもり

 太郎
た ろ う

  

 交 付 年 月 日     年  月  日 

 有効期間満了日     年  月  日 

青森県発達障害者支援センター（「ステップ」）所長  印 

連絡先：０１７-７７７-８２０１ 

[ペアレントメンターとは] 

 発達障害の子どもを持つ親が、自閉症などの発達障害のある子どもを持

つ親に対して、同じ親として共感的なサポートを行い、障害への支援に

関することや地域資源についての情報提供をします。 

 

[ペアレントメンターの役割] 

①子どもの障害理解や障害受容への傾聴による支援を行います。 

②発達障害や地域の社会資源に関する情報提供を行います。  



当県ペアレントメンターの地域での
活動の一例

• 当センター主催「ペアレントメンターによる傾聴事
業（平成２９年１１月より開始）」への参加

• 発達障害に関する研修会等で、子育て経験等に関す
る講話

• 発達障害に関する事業の相談会・茶話会等への参加

• 市町村の乳幼児発達相談事業への参加

等
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ペアレントメンターによる傾聴事業実績（H29～R4）

H２９年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年

３件 ５件 ５件 4件 ５件 ３件



ペアレントメンターによる傾聴事業
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令和４年度より
電話相談・WEB相談を始めました



「ペアレントメンターによる傾聴事業」について

〇隔月1回「ペアレントメンターによる傾聴」
を実施

※基本、第３水曜日の午前
〇場所：青森県発達障害者支援センター
「ステップ」相談室、またはプレイルーム

〇対象：ペアレントメンターによる傾聴を
希望する家族（2ケース）各40分

※青森県自閉症協会と協議し、発達障害者支援法に定義されて
いる障害を持たれている、または疑いのあるお子様の家族を相
談対象とした。
※青森市『広報あおもり』に本事業について掲載いただき、
市民が本事業に関する情報をキャッチできるように体制を整理
した。

14
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相談前

相談後

WEB相談
CASE
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ペアレントメンターによる傾聴利用者の感想

■話を聴いてもらいスッキリした、心強かった
■共感してくれて嬉しかった
■話を聴いてもらい自分の考えを整理すること
ができた
■話を聴いてもらい自分の気持ちに気づいた
■話ができてよかった
■ペアレントメンターが話しやすかった
■希望が持てた
■詮索されず悩みを話すことができた

等



家族支援の取組②
ペアレント・プログラム事業
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• 子育てに難しさを感じる保護者が、子ど
もの「行動」の客観的な理解の仕方を学
び、楽しく子育てに臨む自信を身につけ
ることを目的とした全６回のグループプ
ログラム

• 保護者の認知の変容（子どもの行動の捉
え方を変え、前向きに考えることができ
るようになること）を目指した内容



（１）ペアレント・プログラム事業
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発達障害専門医療機関
初診待機解消モデル事業
利用保護者を対象に、
事後フォロー事業として
実施している
（年２回実施）

新型コロナウイルス感染
症拡大により、R4第１回
目は、WEB開催で実施し
た。
第２回目は、研修会場で
対面式で実施中。

支援者養成も兼ねて実施。
（医療・保健・福祉・教育等参加）
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令和４年度
第１回：オンライン開催
第２回： 会場にて実施
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家族支援の取組③
家族対象研修会

令和４年度 青森県発達障害者支援体制整備事業「家族サポート応援事業」 

家族対象研修会 in 青森市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★裏面に申し込み用紙がありますのでそちらを利用して申し込みください。 

★ＦＡＸのご利用ができない場合は、お電話・メールでのお申し込みも可能です。 

 

 

 

青森県発達障害者支援センター「ステップ」 

ＴＥＬ:０１７-７７７-８２０１   

ＦＡＸ：０１７-７７７-８２０２ 

 メール：aoshien6@adagio.ocn.ne.jp 

 

日時  令和４年 10月６日（木） 10：00～12：00 （受付９：30～） 

内容  ①臨床心理士・公認心理師   関谷 道夫 氏による講話 

「不安との向き合い方、対処法」 

②茶話会 

会場  県民福祉プラザ 3階 ３C 

（青森市中央３丁目 20－30） 

定員  1０名程度 

【 研修会対象者 】 

発達障害(気になる子)のお子様のご家族 

【 参加費 】 

無料 

申し込み・問い合わせ先 

 

主催：青森県発達障害者支援センター「ステップ」 

後援：青森市 

締切日 ９月２２日（木） 

 

申込用紙は裏面にあります。 
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Ⅳ 発達障害の早期発見・早期介入を
目指した取り組み（１）

青森県かかりつけ医等発達障害対応力向上研修会



Ⅳ 発達障害の早期発見・早期介入を
目指した取り組み（２）

発達障害専門医療機関初診待機解消モデル事業

・発達障害専門医療機関初診待機長期化の解消、

・発達障害児の早期発見、早期理解、早期介入、

支援体制整備推進を目的に、令和２年度より

モデル事業として開始。

・青森地区、弘前地区で実施。
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事業の対象・流れ
〇事業対象

未就学児（※令和４年度より、２歳児～年中児とした）

○事業対象地区

青森市・弘前市・東青地区・下北地区

〇事業の流れ

25

内容 電話申込
（初回相談）

インテーク
面談

心理
アセスメント

心理
アセスメント

結果報告

初診 継続支援

保護者の
動き

ステップへ
電話等

ステップへ
来所

ステップへ
来所

ステップへ
来所

連携医療機
関へ来院

ステップ等
へ来所・
電話等

実施機関 ステップ ステップ ステップ ステップ
自治体

連携医療機
関

ステップ
自治体
療育機関連
携医療機関
地域相談機
関 等



R4心理アセスメント実施内容【青森地区】
県民福祉ﾌﾟﾗｻﾞで事業実施

（青森県発達障害者支援センター「ステップ」事業所）

• 第１～３火曜日・金曜日

• 1日1ｹｰｽ ｱｾｽﾒﾝﾄ実施

（毎月６case実施）年間72case

• 対象児アセスメント

→外部心理士※第３金はステップ心理士

・保護者アセスメント

→ステップ職員
（心理士・精神保健福祉士・社会福祉士等）

・対象地区

→東青地区、下北地区
26



R4心理アセスメント実施内容【弘前地区】
弘前市保健センターで事業実施

• 第１～３月曜日

※第３は心理ｱｾｽﾒﾝﾄ結果報告日

• 1日2ｹｰｽ ｱｾｽﾒﾝﾄ実施
（毎月4case実施）年間48case

• 対象児アセスメント

→外部心理士

・保護者アセスメント

→ステップ職員

・対象地区

→弘前市未就学児
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心理アセスメント内容
弘前市３歳児・５歳児発達健診を参考にし、事業アドバイザーの助言を受け、

【対象児への知能検査】
- 田中ビネー知能検査Ⅴ
- WISC-Ⅳ
- WPPSI-Ⅲ
- 新版K式 等

【保護者へのアセスメント】
- Vineland-Ⅱ
- PARS-TR
- SRS-2
- M-CHAT
- ADHD-RS
- 感覚プロファイル
- SDQ 等

以上の検査内容を基本とすることとし、各対象児の年齢、発達や地域の状況等によ
り、内容は都度調整した。

28

左記よりいずれかひとつ、
対象児へアセスメントを実施

左記より５～６、
保護者へアセスメントを実施



【本事業連携医療機関】
（青森地区）

・芙蓉会病院

・生協さくら病院

・あいだクリニック

・筒井小児科クリニック

（弘前地区）

・弘前大学医学部附属病院

・弘前総合医療センター

・弘前愛成会病院

29

【事業アドバイザー】
弘前大学大学院保健学研究科 総合リハビリテーション科学領域

弘前大学医学部心理支援科学科

教授 斉藤まなぶ氏



R４年度実績（R4.4～R4.12）
-利用人数-

【利用件数】

・青森市：78人（内46人診察済）

※内、青森市外5人

・弘前市：52人（内34人診察済）
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130人

※令和3年度から継続しているケースが青森市22名、弘前市21名、
計43名あるため、今年度新規で申し込みをいただいたケースは、
87名となります。



R４年度実績（R4.4～R4.12）
-利用人数-
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申し込み時点での年齢
青森地区
利用人数

弘前地区
利用人数

計

0～1歳11か月 0

2～2歳11か月 12 5 17

3～3歳11か月 27 36 63

4～4歳11か月 28 7 35

5～5歳11か月 11 4 15

６～6歳11か月 0

計
78 52 130



令和２年～４年実績
青森地区

令和２年度
（6月～3月）

84人

令和3年度
（4月～3月）

108人

令和4年度
（4月～12月）

78人
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弘前地区

令和２年度
（6月～3月）

39人

令和3年度
（4月～9月）

89人

令和4年
（4月～12月）

52人

２地区合計

令和２年度
（6月～3月）

123人

令和3年度
（4月～3月）

197人

令和4年度
（4月～12月）

130人

現在（今年度）
インテーク面談日～初診日まで

・青森地区：79.3日
（R2年度:61日・R3年度:81日）

・弘前地区：128.7日
（R2年度：66.7日・R３年度108.7日）



保護者アンケートより
一部紹介

・次の支援につながった

・病院だと時間がかかるので早く検査できた

・病院とのやり取りがしやすかった

・質問にわかりやすく答えてくれた

・子どもの特性と向き合えた 特性理解につながった

・子どもの細かい発達について知れた

・親以外の支援が受けられ気持ちに余裕ができた

・検査結果で子どものことを客観的に知れた

・苦手なところがわかったので、早いうちに対処できると思った

・こだわりの強さは性格かと思っていたが、原因が知れてよかった

・園の先生と情報共有したことで、園からの理解が得られた

・もやもやがすっきりした

・療育機関のことなどわからないことを知ることができた

・この後どうしたらよいか迷う部分もある

・これから子どもの持つ特性にどう対処していったらよいか不安が残る
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診断後の継続支援について

• 所属園との情報共有
• 療育利用のサポート

↓

【ステップで行っている継続支援】
・園との協働（訪問支援）

・自治体との協働
・相談支援事業所との協働
・療育機関との協働

・ペアレント・プログラム事業
・ペアレントメンター事業

・ことばの発達に関する勉強会及び茶話会 等

診察後、
希望されるご家庭が多い
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日時：隔月第２土曜日（年６回開催）
１０：００～１２：００
（約４０分勉強会 + 約６０分茶話会）

場所：青森県発達障害者支援センター「ステップ」
対象：本事業利用保護者（希望者）定員：各回10名
講師：弘前医療福祉大学保健学部 医療技術学科 言語聴覚学専攻

教授/副学科長 言語聴覚士 小山内 筆子氏

（勉強会内容）
• 人と人との関係の中でことばは育つ『基礎的なことばの発達について』
• ことばがよりよく育つために 『こどもと関わる基本の態度』
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「ことばの発達に関する勉強会及び茶話会」



「ことばの発達に関する勉強会及び茶話会」事業の様子

36

茶話会の様子勉強会の様子



本事業について、
国立障害者リハビ
リテーションセン
ターから情報提供
依頼をいただきま
した。
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Ⅴ青森県子ども発達支援ガイドブック

38

青森県内の
・保育園
・認定こども園
・児童相談所
・児童発達支援事業所
・特別支援学校
・相談支援事業所 等へ
県より、本ガイドブック冊子
を発送

保育園等への訪問支援時及び勉強会時など、本
ガイドブックを使ってケース会議及び勉強会を
行っている。

８月２２日、県主催「青森県子ども発達支援ガ
イドブック活用研修会」が開催された

2022.3.29刊行
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青森県庁HP及びステップHPよりダンロードできます



今後の取組の方向性
・地域関係機関とのネットワークを構築しながら、
ご本人、ご家族の支援の充実を図る。
・発達障害児者支援に携わる支援者の人材育成を目
的とした多様な研修会を企画する。

・アセスメント研修会及び家族支援研修会等、事業
（プログラム）の普及・定着を目指す。

・かかりつけ医等研修会で、医師受講数増を目指す。
（県医師会、各地域医師会との協働等）
・初診待機解消モデル事業の連携医療機関数の増を
目指す。
・診断後の地域での支援体制整備の促進を図る。
（各自治体及び各地域関係機関等との協働等）
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